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（事務局）
国政ではマニフェストを軸とした選挙が定着してきましたが、地
方政治での動きはどうでしょうか。
（堀添）
もともと国政選挙でマニフェストが注目されたのは、やはり今ま
での「選挙公約」が、公約としての役割を十分果たせていなかっ
たことによります。なぜ果たせなかったのかといえば、その公約
でなにを実現するのかが明確となっていないからです。たとえば、
「緑豊かな街づくり」という公約を掲げても、突き詰めて考える
と、何が実現されるのか、よくわからない。わかるのは、その候
補者なり政党が「緑」を重視しているんだな、ということだけで
す。そういう候補者に任せる、言い換えれば、どの候補者に「白
紙委任」するのかを投票するのが選挙だったわけです。
これに対し、「マニフェスト選挙」では、具体的に評価可能な形
で「公約」が示されます。そのことにより、有権者が直接、政策
セットを選択することになります。もちろん、最終的な決定は、
選挙で選ばれた政治家によって行われますし、場合によっては、
マニフェストに掲げた内容と異なる政策が決定されるかもしれな
い。その時には、当然、説明責任を果たすことが求められますし、
政治的責任を問われることになるかもしれませんが、いずれにせ
よ、政策の中身によって政治家を選択する、ということが大切で

はないでしょうか。その上で、地方政治を見た場合、やはり国
政と同じように、政策を軸とした選挙の必要性が高まっている
と思います。とりわけ地方分権が進む中で、どのような街づく
りを行っていくのかについて、地方自治体の裁量権は確実に大
きくなってきていますから、その中身や方向性を選挙の場を通
じて決めていくことが重要です。
（事務局）
来年は４年に１回の統一地方選挙が行われますが、マニフェス
トがクローズアップされるのですか。
（堀添）
実は、すでに前回の神奈川県知事選挙では、主要各陣営は「マ
ニフェスト」を掲げています。とくに松沢しげふみ知事が掲げ
たマニフェストは、３７項目で３４ページにもわたる本格的な
内容でした。こうした流れは、来年の統一地方選挙において、
さらに加速することになるのではないでしょうか。
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（事務局）
来年４月の統一地方選挙では川崎市議会議員
選挙も行われますが、マニフェスト選挙とな
るのでしょうか。
（堀添）
川崎市議会においては、今のところ、統一地
方選挙に向けローカル・マニフェストを作成
することを明言している会派・政党はありま
せん。しかし、主要各会派は内部で検討を進
めているのではないでしょうか。
（事務局）
仮にローカル・マニフェストを作成する場合
には、どのような内容になるのでしょうか。
（堀添）
マニフェストにおいて、どこにポイントを置
くかは、まさに選挙戦略の中軸となりますか
ら、各会派とも力を注ぐでしょうし、有権者
の側も、候補者が市政に対してどのような問
題意識を持ち、どういう立場で対応しようと
しているのかを、そのポイントを通じて評価
することになるのではないでしょうか。
私の個人的な考えとしては、まず第一に阿部
市政に対する評価を示す必要があると思いま
すが、これについては新総合計画、自治基本
条例、行財政改革で示された方向をさらにス
ピードアップし推進していく、ということに
なると思います。
その上で、第二に、具体的な施策分野の中で、
われわれとして重視するものをピックアップ
し、できるだけ具体的に数値目標や期限､財源
等を含めて示すことにより、民主党としてど
のような川崎市政をめざしているのかを、有
権者にわかりやすく伝えることが求められる
と思います。
そして第三に、自らのあり方として、市議会
をどのように変えていくのか、いわゆる「議
会改革」についても、示さなければならない
と思います。

（事務局）
議会改革として、具体的にはなにが必要なの
でしょうか。
（堀添）
議会改革というと、議員定数の削減、費用弁
償や政務調査費の扱い、議員年金、国内・海
外視察のあり方、等々が俎上に上げられるこ
とが多いですし、私もこれらの課題は重要で
あり、きちんと取り組むべき課題であると思
います。しかし、これらはどちらかといえば、
行財政改革の一環として取り組むべき課題で
あり、これらの課題だけを解決したとしても、
有権者が感じている「期待」に十分応えられ
るわけではないと、私は思います。
言い換えるならば、社会環境や地方政治を取
り巻く状況が大きく変わる中で、地方議会と
してどのような役割を担う必要があるのか、
といった部分から議論をすべき時期にきてい
るのではないでしょうか。
極論すれば、行政に対するチェック機能を強
化するために、議員数を大幅に増やすと共に、
議員報酬を原則無報酬化するとか、あるいは
議会としての政策立案力を強化するために、
議員数を各区２、３名程度に減らし、その代
わり議会事務局の大幅拡充や公設秘書を設置
する、等々といったレベルでの議論が重要だ
と思います。
また、公職選挙法の改正が前提となりますが、
地方議員選挙においても、現在の中・大選挙
区制を国政選挙と同じ様に、小選挙区制や比
例制に変えることも、検討課題の一つではな
いでしょうか。
その上で、議員の行政に対する「口利き」内
容の記録と公開ですとか、あるいは議会と市
民の間を近づけ、より開かれた地方議会とす
るために、公聴会や参考人制度を積極的に活
用することなどは、すぐに実行できる議会改
革の中身だと思います。
自治体によっては、二元代表制のもとにおけ
る地方議会のあり方を明確にするために「議
会基本条例」を制定しているところも出てき
ています。自治基本条例でも基本的な内容に
ついては規定されていますが、さらに具体化
するという意味で、川崎市議会としても積極
的に条例制定の検討を進める必要があると、
私は思います。
（事務局）
長時間にわたり、ありがとうございました。

（２００６年７月２１日）
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「どこでも市政報告会」を行っています！
ご自宅等、ご都合のよい場所で「どこでも市政報告会」を行っています。お一人でも結構で
すので、お気軽にほりぞえ健事務所まで、お声がけください。（電話：８５５－１４７９）

連載コラム連載コラム 川崎と高津の地名（川崎と高津の地名（No.No.１７）１７）参考：上田恒三著「高津村風土記稿」参考：上田恒三著「高津村風土記稿」
日本地名研究所編「川崎の町名」日本地名研究所編「川崎の町名」

江戸時代に入る前は「神庭村（かにわむら）」と呼
ばれていたようです。「神庭」とは、「神の祭祀をと
り行う場」を指しますが、確かに東神庭遺跡（縄文時
代後期から古墳時代後期頃）からは勾玉など古代前期
の祭祀用具も見つかっていますので、これが地名の由
来であるという説が有力です。

その他、自然地名と見る説もあります。「カニ」と
は急崖で土地の剥落が多いところにつく地名であるこ
とから付いたという説と、「沢蟹の多い谷戸」から付
いたという説もあります。

「蟹ヶ谷」の由来
この地も明津と同様、江戸時代の初めは旗本領でし

たが、元禄１０年（１６９７年）に幕府の天領となっ
ています。

明治２２年の市町村制施
行に伴い、蟹ヶ谷村は久末、
明津、子母口、千年、新作、
末長とともに７村合併し、
橘村の大字となりました。

橘村は、昭和１２年に川
崎市に編入され、昭和４７
年の区制施行に伴い、高津
区蟹ヶ谷となっています。
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地方主権を語る集い地方主権を語る集い～この国のあたらしいかたち～この国のあたらしいかたち
今年も開催！
今年も開催！

日時：８月３１日（木）日時：８月３１日（木）
午後６時開場、６時半開始午後６時開場、６時半開始

会場：ＫＳＰホール会場：ＫＳＰホール
溝口駅から無料バス溝口駅から無料バス

会費：３，０００円会費：３，０００円（懇親会費を含みます）（懇親会費を含みます）

０４４－８５５－１４７９
お気軽にお電話ください

実行委員募集中！


